
　

　

審
議
後
に
石
破
首
相
は
、
「
賃
上
げ
こ
そ
が
成
長
戦
略
の
か

な
め
」
だ
と
し
、
「
減
税
政
策
に
よ
っ
て
手
取
り
を
増
や
す
の

で
は
な
く
、
賃
上
げ
に
よ
っ
て
手
取
り
が
増
え
る
よ
う
に
す

る
」
と
強
調
し
た
。
地
域
公
共
交
通
や
Ｒ
Ｓ
に
対
す
る
言
及
は

な
か
っ
た
。
（
植
村
）

全
国
平
均
は
86
・
２
％
に
上
昇

全
タ
ク
連　

５
月
度
乗
務
員
充
足
率
調
査

【
東
京
】
全
タ
ク
連
は
こ
の
ほ
ど
、
５
月
末
現
在
の
タ
ク

シ
ー
乗
務
員
数
（
エ
リ
ア
別
の
登
録
実
施
機
関
に
よ
る
運
転

者
証
交
付
数
）
を
集
計
し
、
20
年
３
月
末
と
の
乗
務
員
数
比

較
に
よ
る
「
充
足
率
」
を
公
表
し
た
（
６
面
に
表
）
。
今
回
公

表
値
に
よ
る
と
、
全
国
合
計
で
は
20
年
３
月
末
時
点
の
乗

務
員
総
数
28
万
２
１
６
８
人
に
対
し
25
年
５
月
末
時
点
で

は
24
万
３
１
４
４
人
（
前
年
度
末
は
24
万
１
８
１
０
人
）
と

な
っ
て
お
り
充
足
率
は
86
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。
対
前
月

で
は
全
国
合
計
で
１
３
３
４
人
の
増
。
３
桁
増
の
エ
リ
ア
は

東
京
Ａ
地
区
５
７
９
人
増
、
大
阪
Ａ
地
区
２
５
６
人
増
の

２
地
区
の
み
。
全
国
で
直
近
３
カ
月
平
均
の
増
減
は
９
９
５

人
増
、
増
減
率
は
０
・
41
％
増
、
直
近
１
年
間
の
増
加
は

７
８
１
３
人
、
増
加
率
は
３
・
32
％
増
だ
っ
た
。
（
植
村
）

「
坂
本
新
法
」
が
見
事
結
実

参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立

【
東
京
】
参
議
院
は
４
日
、
事
業
許
可
の
５
年
更
新
制
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
改
正
案
、
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推
進

に
関
す
る
法
律
案
を
本
会
議
で
審
議
、
Ｎ
国
党
の
２
人
を
除

く
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
、
両
案
は
成
立
し
た
。
施
行
日
は

法
律
公
布
の
日
か
ら
３
年
以
内
と
さ
れ
て
お
り
、
別
途
政
令

で
定
め
る
。
（
植
村
）

組
み
構
築
等
国
の
総
合
的
支
援
の
下
、
『
交
通
空
白
』
の
解
消

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
省
力
化
推
進
、
担
い
手
確
保
、
自
動

運
転
の
普
及
・
拡
大
等
、
地
域
交
通
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
を
前
面

展
開
す
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｒ
Ｓ
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
検
証
、
評
価
と
並
行
し
て
法
制
度
も
含
め
た
事
業
の
あ
り

方
検
討
な
ど
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
「
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
」
も
掲
げ
て
お
り
、

「
30
年
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
６
０
０
０
万
人
・
消
費
額
15
兆

円
を
目
指
し
、
地
方
誘
客
の
促
進
に
向
け
た
、
わ
が
国
固
有
の

温
泉
・
旅
館
・
食
・
歴
史
等
の
観
光
資
源
・
文
化
資
源
の
磨
き

上
げ
・
連
携
を
深
め
つ
つ
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等

の
多
様
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
と
収
益
性
改
善
、
ロ
ー
カ
ル

ガ
イ
ド
を
含
む
観
光
人
材
育
成
、
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
地
づ
く
り
、
国
立
公
園
・
国
定
公
園
・
国
民
公
園
や
公

的
施
設
の
魅
力
向
上
、
空
港
・
税
関
や
出
入
国
管
理
・
二
次
交

通
等
の
受
入
環
境
整
備
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
地
方
路
線
を

含
む
国
内
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
拡
大
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
る
」
な
ど
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
賃
上
げ
関
連
で
は
最
低
賃
金
を
20
年
代
中
に
全

国
平
均
１
５
０
０
円
の
目
標
を
達
成
す
る
と
し
た
上
で
、
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
で
中
央
最
賃
審
議
会
の
引
上
げ
の
目
安
額
を

上
回
る
賃
上
げ
を
実
現
し
た
場
合
に
は
政
府
の
補
助
金
に
よ
る

重
点
的
な
支
援
を
行
う
と
し
た
ほ
か
、
地
域
別
最
賃
の
最
高
額

に
対
す
る
最
低
額
の
比
率
を
引
き
上
げ
る
等
、
地
域
間
格
差
の

是
正
を
図
る
方
針
も
示
し
た
。

【
東
京
】
政
府
は
６
日
、
首
相
官
邸
で
経
済
財
政
諮
問
会
議

（
議
長
＝
石
破
茂
首
相
）
の
会
合
を
開
き
、
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
（
＝
骨
太
の
方
針
２
０
２
５
）
の
原
案
を
提

示
し
、
審
議
し
た
。
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
国
土
の
形
成
と
交

通
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
の
枠
組
み
を
示
す
中
で
、
国
交
省
が
５
月

30
日
に
決
定
し
た
「
『
交
通
空
白
』
解
消
に
向
け
た
取
組
方
針

２
０
２
５
」
を
取
り
込
み
、
公
共
・
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等

の
普
及
を
目
指
す
方
針
を
示
し
た
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
全
面
解

禁
に
繋
が
る
法
整
備
等
に
関
す
る
記
述
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な

い
。
石
破
首
相
は
こ
れ
ら
の
原
案
を
基
に
与
党
と
も
調
整
を
進

め
、
月
内
に
閣
議
決
定
す
る
こ
と
を
目
指
す
方
針
を
示
し
た
。

　

骨
太
の
方
針
２
０
２
５
の
原
案
は
、
「
第
１
章　

マ
ク
ロ
経

済
運
営
の
基
本
的
考
え
方
」
「
第
２
章　

賃
上
げ
を
起
点
と
し

た
成
長
型
経
済
の
実
現
」
「
第
３
章　

中
長
期
的
に
持
続
可
能

な
経
済
社
会
の
実
現
」
「
第
４
章　

当
面
の
経
済
財
政
運
営
と

26
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
考
え
方
」
で
構
成
。
第
２
章
の
中

に
「
地
方
創
生
２
・
０
の
推
進
及
び
地
域
に
お
け
る
社
会
課
題

へ
の
対
応
」
の
１
項
を
設
け
た
。
同
項
目
の
中
で
、
「
地
域
に

お
け
る
社
会
課
題
へ
の
対
応
」
の
細
目
を
独
立
し
て
設
け
、

そ
の
中
で
「
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
国
土
の
形
成
と
交
通
の

リ
・
デ
ザ
イ
ン
」
を
目
指
す
方
針
を
示
し
、
「
国
交
省
が
策
定

し
た
『
交
通
空
白
解
消
に
向
け
た
取
組
方
針
２
０
２
５
』
に
基

づ
き
、
27
年
度
ま
で
の
集
中
対
策
期
間
で
、
公
共
Ｒ
Ｓ
・
Ｎ
Ｒ

Ｓ
等
の
普
及
、
民
間
技
術
等
の
活
用
、
国
の
伴
走
、
共
同
化
・

協
業
化
や
自
治
体
機
能
を
補
完
・
強
化
す
る
新
た
な
制
度
的
枠

　

公
共
・
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
普
及
を
目
指
す

政
府　

骨
太
方
針
２
０
２
５
の
原
案
を
提
示
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全
面
解
禁
へ
の
法
整
備
な
ど
盛
り
込
ま
ず
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実
用
興
業
、
山
三
交
通
等
が
導
入

ネ
ク
ス
ト
リ
ン
ク
の
睡
眠
セ
ン
サ
ー

【
東
京
】
ネ
ク
ス
ト
リ
ン
ク
（
中
村
訓
秀
社
長
、
品
川

区
）
は
こ
の
ほ
ど
、
服
の
上
か
ら
ベ
ル
ト
を
巻
い
て

寝
る
だ
け
で
睡
眠
デ
ー
タ
分
析
・
睡
眠
の
質
を
可
視
化

し
、
必
要
な
レ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
睡
眠
セ
ン
サ
ー

「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｅ 

Ｓ
ｌ
ｅ
ｅ
ｐ
」
（
島
根
大
学
監

修
）
の
販
売
を
開
始
し
た
。
睡
眠
の
質
や
呼
吸
の
評
価

が
ラ
ン
ク
化
さ
れ
、
眠
り
の
深
さ
・
呼
吸
レ
ス
回
数
な

ど
を
測
定
さ
れ
、
デ
ー
タ
は
ク
ラ
ウ
ド
上
で
一
括
管
理

で
き
る
。
国
交
省
「
事
故
防
止
対
策
支
援
推
進
事
業
」

の
補
助
金
対
象
機
器
に
も
選
定
さ
れ
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
で
も
実
用
興
業
（
坂
本
篤
史
社
長
、
葛
飾
区
）

や
山
三
交
通
（
秋
山
利
裕
社
長
、
江
東
区
）
な
ど
が

導
入
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
03

－

６
４
１
０

－

７
７
６
１
ま
で
。
（
毛
利
）

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
が
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

交
通
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ア
プ
リ
市
場
調
査

【
新
潟
】
フ
ラ
ー
（
山
﨑
将
司
社
長
、
新
潟
市
中
央

区
）
は
5
日
、
ア
プ
リ
市
場
分
析
サ
ー
ビ
ス
「
Ａ
ｐ

ｐ 

Ａ
ｐ
ｅ
（
ア
ッ
プ
・
エ
イ
プ
）
」
で
蓄
積
す
る

デ
ー
タ
を
基
に
、
「
交
通
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ア
プ
リ
市
場

調
査
レ
ポ
ー
ト
」
（
調
査
期
間
20
年
3
月
～
25
年
3

月
）
を
公
開
し
た
。

　

シ
ェ
ア
は
10
都
道
府
県
（
北
海
道
、
宮
城
、
新

潟
、
千
葉
、
東
京
、
愛
知
、
大
阪
、
広
島
、
福
岡
、

沖
縄
）
に
お
い
て
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
が
１
位

で
、
東
京
、
千
葉
は
２
位
が
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
乗
換
案

内
、
３
位
が
モ
バ
イ
ル
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
だ
っ
た
。
大
阪

は
２
位
が
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
乗
換
案
内
、
３
位
が
Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
だ
っ
た
。
（
毛
利
）

か
ら
神
社
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
営
業
所
周
辺
の
心
霊
ス

ポ
ッ
ト
を
タ
ク
シ
ー
で
恐
怖
体
験
す
る
ツ
ア
ー
。
今
夏

は
５
年
ぶ
り
に
東
京
コ
ー
ス
も
加
わ
り
、
ツ
ア
ー
エ

リ
ア
は
横
浜
（
新
横
浜
）
、
多
摩
（
八
王
子
）
、
埼

玉
（
ふ
じ
み
野
）
、
府
中
の
過
去
最
多
の
全
５
エ
リ
ア

で
実
施
す
る
。
今
夏
も
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
ド
ワ
ン

ゴ
（
夏
野
剛
社
長
、
中
央
区
）
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し

て
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
巡
礼
ツ
ア
ー
の
様
子
を
ニ
コ
ニ
コ

生
放
送
で
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
。
放
送
は
第
一
夜
が
6
月

20
日
午
後
10
時
か
ら
。
全
8
夜
用
意
し
て
い
る
。U

R
L

＝h
t
t
p
s
:
/
/
l
i
v
e
.
n
i
c
o
v
i
d
e
o
.
j
p
/
w
a
t
c
h
/

l
v
3
4
7
7
7
6
6
8
2

。
（
石
貝
）

国
際
興
業
Ｇ
事
業
協
組
が
Ｄ
Ｓ
導
入

電
脳
交
通
が
６
日
発
表

【
徳
島
】
電
脳
交
通
（
近
藤
洋
祐
社
長
、徳
島
市
）
は
６
日
、

国
際
興
業
グ
ル
ー
プ
事
業
協
組
（
藤
野
秀
之
代
表
、
北

九
州
市
）
が
同
社
の
ク
ラ
ウ
ド
型
タ
ク
シ
ー
配
車
シ
ス

テ
ム
Ｄ
Ｓ
を
導
入
し
、
新
し
い
配
車
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

運
行
を
開
始
し
た
と
発
表
し
た
。（
鈴
木
）

７
月
７
日
に
組
合
主
催
の
食
事
会

平
和
自
交
労
組
が
職
場
会

【
東
京
】
平
和
自
交
労
組
（
栗
山
茂
委
員
長
）
は
７
月

７
日
、
千
葉
県
浦
安
市
の
舞
浜
イ
ク
ス
ピ
ア
リ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
組
合
主
催
の
親
睦
食
事
会
を
開
く
こ
と
に

し
、
参
加
者
募
集
を
始
め
た
。
40
人
を
募
集
す
る
予

定
。
午
前
11
時
か
ら
３
時
間
、
コ
ー
ス
料
理
の
ほ
か
、

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
み
放
題
。
お
子
様

メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
た
（
要
事
前
予
約
）
。
参
加
は
１

人
３
０
０
０
円
（
同
伴
者
２
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下

無
料
）
。
（
石
貝
）

度
は
山
城
ヤ
サ
カ
と
親
会
社
で
あ
る
弥
栄
自
動
車
（
社

長
＝
粂
田
社
長
）
が
「
商
標
」「
マ
ー
ク
」「
車
両
」「
シ

ス
テ
ム
」「
無
線
シ
ス
テ
ム
の
使
用
許
諾
」「
顧
客
の
共

有
」
等
で
個
人
事
業
者
と
契
約
を
結
び
、
そ
れ
ら
の
提

供
の
対
価
と
し
て
個
人
側
は
「
加
盟
料
」
を
支
払
う
と

い
う
も
の
。
ま
た
ヤ
サ
カ
・
Ｆ
Ｃ
・
個
人
タ
ク
シ
ー
の

特
徴
と
し
て
、
配
車
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
ヤ
サ
カ

グ
ル
ー
プ
無
線
の
ほ
か
、
個
人
で
は
京
都
市
域
初
と
な

る
配
車
ア
プ
リ
Ｇ
Ｏ
の
利
用
や
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
に
よ
る
配
車

対
応
、
さ
ら
に
は
個
人
開
業
に
向
け
た
懸
念
材
料
と
さ

れ
る
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
ク
レ
ー
ム
・
ト
ラ

ブ
ル
の
対
応
、
点
呼
記
録
簿
や
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
の
作
業
）
や
事
故
の
初
動
対
応
（
加
入
任
意
保
険

会
社
へ
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
運
行
管
理
者
に
よ
る
全
面

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
等
）
な
ど
も
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
た
。

～
「
将
来
的
に
は
本
体
で
も
」

　

本
紙
記
者
の
取
材
に
応
じ
た
粂
田
社
長
は
「
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
う
し
た
制
度
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
、
乗
務
員
が
励
み
と
感
じ
て
く
れ
れ
ば

い
う
こ
と
は
な
い
」
と
語
る
と
と
も
に
、
今
後
「
希
望

が
あ
れ
ば
ノ
ア
や
ヴ
ォ
ク
シ
ー
と
言
っ
た
ワ
ン
ボ
ッ
ク

ス
車
両
も
提
供
し
て
い
き
た
い
」、
さ
ら
に
「（
将
来
的

に
は
）
本
体
の
弥
栄
自
動
車
で
も
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。（
唐
鎌
）

「
タ
ク
シ
ー
で
行
く
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
」

三
和
交
通
、
心
霊
ツ
ア
ー
催
行
へ

【
横
浜
】
三
和
交
通
（
吉
川
永
一
社
長
、
横
浜
市
港
北

区
）
は
毎
夏
人
気
の
企
画
「
タ
ク
シ
ー
で
行
く
、
心

霊
ス
ポ
ッ
ト
巡
礼
ツ
ア
ー
２
０
２
５
」
の
予
告
サ
イ
ト

を
７
日
正
午
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
。
今
年
で
11
回
目
を

迎
え
る
人
気
企
画
で
、
横
浜
、
埼
玉
な
ど
同
社
営
業
所

Ｆ
Ｃ
個
タ
ク
の
第
１
号
が
誕
生

山
城
ヤ
サ
カ
交
通
が
出
発
式

【
京
都
】
ヤ
サ
カ
タ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ
の
山
城
ヤ
サ
カ

交
通
（
粂
田
晃
稔
社
長
社
長
、
京
都
府
京
田
辺
市
）
は

６
日
、「
ヤ
サ
カ
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
・
個
人
タ
ク
シ
ー
」

の
運
行
を
正
式
に
開
始
し
た
。
当
日
は
多
く
の
来
賓
を

集
め
、
本
社
営
業
所
で
式
典
を
開
催
。
粂
田
社
長
が
こ

の
日
デ
ビ
ュ
ー
す
る
２
人
の
個
人
事
業
者
（
秋
元
和
也

氏
、
橋
本
良
平
氏
）
に
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
認
定
書
」

と
同
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
三
つ
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
に
赤
字
で
個
人
（
側
面
）
と
明
記
さ
れ
た
新
し
い

ア
ン
ド
ン
（
表
示
灯
）
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、
駐
車

場
で
２
人
が
使
う
Ｊ
Ｐ
Ｎ
タ
ク
シ
ー
と
セ
ダ
ン
車
両
に

装
着
。
ヤ
サ
カ
の
Ｆ
Ｃ
・
個
人
タ
ク
シ
ー
が
デ
ビ
ュ
ー

を
飾
っ
た
。

　

出
発
式
で
粂
田
社
長
は
Ｆ
Ｃ
個
人
タ
ク
シ
ー
制
度
は

コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
の
構
想
で
あ
っ
た
と
振
り
返
る
と

と
も
に
、「
個
人
に
な
り
た
い
と
い
う
人
た
ち
は
、
皆
、

思
う
よ
う
に
時
間
が
使
え
、
自
由
に
働
く
こ
と
が
で
き

る
部
分
に
魅
力
を
感
じ
、
独
立
開
業
を
目
指
す
も
の
の
、

一
方
で
個
人
と
な
れ
ば
車
両
の
整
備
に
運
行
管
理
、
さ

ら
に
は
事
故
へ
の
対
応
な
ど
、
こ
れ
ま
で
全
て
会
社
が

行
っ
て
い
た
こ
と
を
自
ら
で
こ
な
さ
な
く
て
は
い
け
な

く
な
る
。
そ
こ
を
従
来
通
り
、
会
社
側
で
面
倒
を
み
な

が
ら
、
個
人
タ
ク
シ
ー
が
で
き
る
と
な
れ
ば
、
わ
れ
わ

れ
と
し
て
も
車
両
数
を
減
ら
す
こ
と
な
く
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
個
人
と
な
っ
た
乗
務

員
も
安
心
し
て
仕
事
に
従
事
で
き
る
な
ど
、
ま
さ
に
お

互
い
Ｗ
ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

　

ヤ
サ
カ
・
Ｆ
Ｃ
・
個
人
タ
ク
シ
ー
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
網
島
透
・
広
報
人
事
課
長
が
説
明
。
こ
の
制


